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ヤクルト保育園
プティット小野田

園だより

明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。
今年は午年（うまどし）。子どもたちがたくさん新しいことに挑戦してうまくいくといいなと思います。

さて、保育園では2歳児を中心に数に興味を持って、物の数を数えたりカレンダーの数字を指さしたりする
姿が見られるようになりました。時計にも興味を持ち、「今、赤ちゃんのお耳（３）よ」と気づきます。
英語教室でも数字カードを使って発音していますが、先生の示すカードと同じ数字を、壁に貼ってある
カードから探そうとします。6と9の違いは難しいようですが真剣に探しています。
また、給食の先生から「給食で使うからみかんを10個とってきてください」と頼まれると、かごのみかんを
「１，２，３・・・」と数えていました。このように生活の中で自然に数に触れる機会を、各コーナー遊びの中
でも意識して取り入れています。私たち保育者はは、いずれ3歳以上になってくると数への関心が育つだ
ろうというイメージを持って0,1,2歳から数に触れるように援助しています。（数概念の育ち）
お家でも数に興味を持ったり、数を数えたりする姿が見られたらぜひぜひコドモンでお知らせください。
嬉しい成長の様子を聞くと、日々の保育の励みになります。

お久しぶり
です。10パンダ

6はどれかな？
「１.２.３・・・」

多い、少ない
長い、短いなどの量
も数につながるよ。

・インフルエンザと風邪の違いは？

毎年流行するインフルエンザ。
今年は流行が早く市内でも猛威を振るっていま
す。
風邪とインフルエンザは何が違うのでしょう？

＊風邪
・ウイルス…アデノウィルス、RSウイルスなど
・症状…のどの痛み、せき、鼻水、発熱など
・症状の現れ方…比較的ゆっくり
・症状のあらわれる部位…のど、鼻など局所的

＊インフルエンザ
・ウイルス…インフルエンザウイルスA型、B型、

C型
・症状…高熱(38～40℃）、頭痛、咳、のどの

痛み、
鼻水、筋肉痛、下痢、嘔吐など

・症状の現れ方…急激
・症状の部位…全身症状

＊子どもが高いところから落ちた場合の
状況判断と初期対応

子どもが高いところから落ちた場合まず
①意識確認
②救急車要請(119）
③出血の止血が、初期対応として挙げられ
ます。どこからどのようにして落ちたか、
どの部分を打ったかを把握し、救急隊員や
医師に説明できるように準備します。転落
後すぐに症状が出なくても時間がたってか
ら不調が現れることがあります。心配な場
合は受診を検討してください。
転落事故防止のために、
・ベランダを遊び場所にしない。
・転落防止用の柵を付ける。
・補助施錠を付けるなどが挙げられます。
危険を予測しておくことが大切です。
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